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令和５年度 特別の教育課程の実施状況等について 

 

岐阜県  

学 校 名 管理機関名 設置者の別 

  瑞穂市立牛牧小学校  瑞穂市教育委員会 公立 

 

１．学校における特別の教育課程の編成の方針等に関する情報 

学 校 名 特別の教育課程の編成の方針等の 

公表 URL 

瑞穂市立牛牧小学校 https://edu-mizuho.com/ushiki/page-2211/ 

※必要に応じて行を追加すること。 

 

２．学校における自己評価・学校関係者評価の結果公表に関する情報 

学 校 名 自己評価結果の公表 URL 学校関係者評価結果の公表 URL 

瑞穂市立牛牧 

小学校：前期 

https://edu-

mizuho.com/ushiki/20230905_2283/ 

https://edu-

mizuho.com/ushiki/20230905_2283/ 

瑞穂市立牛牧 

小学校：後期 

https://edu-

mizuho.com/ushiki/20240206_2382/ 

https://edu-

mizuho.com/ushiki/20240206_2382/ 

 

３．特別の教育課程の実施状況に関する把握・検証結果 

（１）特別の教育課程編成・実施計画に基づく教育の実施状況 

   ・計画通り実施できている 

   ・一部、計画通り実施できていない 

   ・ほとんど計画通り実施できていない 

 

（２）実施状況に関する特記事項 

  ※（１）で「一部、計画通り実施できていない」又は「ほとんど計画通り実施できていない」を選択

した場合は、必ず記載する。 

（３）保護者及び地域住民その他の関係者に対する情報提供の状況 

   ・実施している 

   ・実施していない 



   

 

   

 

  ＜特記事項＞ 

    ・特になし 

 

３． 実施の効果及び課題 

（１）特別の教育課程の編成・実施により達成を目指している目標との関係 

   瑞穂市の現状と同様、本校でも年々外国籍児童が増加している。どの国の児童にとっ

ても共通のコミュニケーションをとることができると言われる英語を低学年の段階で

導入することで、国や文化が違っていてもお互いのよさを受け入れる人間関係づくりに

もつながっている。また、多くの児童が外国語の授業を楽しみにしており、大変意欲的

に参加できていることが一番の成果である。 

 

（２）学校教育法等に示す学校教育の目標との関係 

   低学年から英語に慣れ親しむ活動を通して、中学年への接続が円滑にできている。ま

た、既習の学習内容を基に、新たに学ぶ単語や表現を積極的に使用し、授業において学

級の仲間とコミュニケーションを図ることができる。一方で、新たに学ぶ単語が覚えら

れずコミュニケーションに自信のない児童もいるため、単元を通して繰り返し慣れ親し

む機会をもち、主体的に活動に取り組めるようにする。 

 

４．課題の改善のための取組の方向性 

   今後は、３に挙げた事例を踏まえ、コミュニケーションを図ろうとする態度の育成を

目指して、児童がＡＬＴと積極的に関わりコミュニケーションを図ったり、教職員も共

に英語に慣れ親しんだりすることを大切にしながら、授業参観や研修等を実施し、保護

者や地域にも本校の取組に関わる情報を公開していくことが必要である。 


